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は

じ

め

に

　

周
知
の

通

り
、

日

蓮
は

、

本
門
に

説
か

れ
る
一

念
三

千
こ

そ

が

末
法

日

蓮
の

義
で

あ
る

と

し

て

自
己

の

教

義
の

重

要

法
門
と

位

置
づ

け
た

が
、

日

蓮

研

究
に

お

い

て

は

そ

れ
を

「

事
の
一

念
三

千
／

事
具
一

念

三

干
」

と

呼
ぶ

こ

と
が

古
来
よ

り
の

慣
例
と

な
っ

て

い

る
。

　
し

か

し

な

が

ら
、

日

蓮
遺
文
上

に

は

「

事
具
一

念
ゴ ．

千
」

の

語
は
一

切
見
ら

れ

ず
、

「

事
の
一

念
三

千
」

に

関
し

て

も

『

諸
法

実
相
鈔
』

、

『

義

浄
房
御
書
』

、

『

成

仏
法

華
肝
心

口

伝
身
造

鈔
』

『

太
田

左
衛

門
尉
御
返

事
』

、

「

当

体
蓮

華
鈔
』

に

見
ら

れ

る

の

み
で

、

こ

れ

ら

は

全
て

真

蹟
が

存
在
し

な
い

遺

文
で

あ
る
こ

と

に

は

注

意
を
要
す
る

。

　
ま
た

、

日

蓮
の

示
す

本
門

所
説
の
一

念
三

千
に

、

「

仏
種
」

と

し
て

の

意
と

「

観
法
」

と

し

て
の

意
の

二

つ

の

側
面
が

あ
る

こ

と

は

既

に

指

　

　
　
　
　

　
　
　

　
（
1
）

摘
さ

れ

て
い

る

所
で

あ
る

が
、

そ
れ

ら

が

と
も
に

「

事
の
一

念
三

千
／

事
具
一

念
三

千
」

の

用
語
で

使
用
さ
れ

て

い

る
こ

と

が
、

教

義
解

釈
上

の

問
題

を

惹

起

す
る

と
い

う
こ

と

も
否
定
で

き
な
い

。

一

　

仏
種
と

し
て

の

本

門
の
一

念
三

千
仆

題

目

　
日

蓮
は

『

開

目

抄
』

に

お
い

て
、

爾
前
諸

経
は
二

乗
作
仏
と

久
遠
実

成
を

説
か

な
い

と
い

う
こ

と

を

述
べ

た

上

で
、

迹
門
の

方

便
品
で

は
、

二

乗
作
仏

を

説
い

て

爾
前
諸

経
の

過

失
を
一

つ

免
れ
た

が
、

発
迹
顕
本

す
な
わ

ち

久
遠
本
地
の

開
顕
が

示
さ

れ
て

い

な
い

状
態
で

は

「

ま
こ

と

の
一

念
三

千
」

が

示
さ

れ

ず
、

そ

れ

で
は

二

乗
の

成
仏
も
確
定
し
な
い

と

し
、

一

方
、

本
門

に

お
い

て

は

爾
前
迹
門
の

十

界
の

因
果

、

す
な
わ

ち

修

行
と

成
仏
を

打

ち
破
っ

て

久
遠

実
成

が

示
さ

れ
、

久

遠
の

修
行

（
本
因
妙
）

と

久
遠
の

成

仏
（
本

果
妙
）

が
顕
れ

る
、

そ
の

時
こ

そ
、

真

の
一

念
三

千
が

顕

現
す
る

の

だ
と

し

て

い

る

（

「

定
遺
』

五
五

二

頁
）

。

　
こ

れ
ら

の

こ

と

か

ら

『

開
目

抄
』

に

「

ま

こ

と

の
一

念
三

千
」

と

表

現
さ

れ
た
一

念
三

千
は

、

本
因
本
果
の

功

徳
そ
の

も
の

と

し

て

の

仏
種

で

あ
る

と

考
え

ら

れ

る

が
、

そ

れ
を

題

目

と

の

関
係
に

お
い

て

捉
え
て

い

る

の

が

『

観
心

本
尊
抄
』

の

次
の

文
で

あ
ろ

う
。
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釈

尊
ノ

因
行
果
徳

ノ

ニ

法
ハ

妙
法
蓮
華
経

ノ

五

字．
亘ハ
足

ス

。

我
等
受
二

持
ス

．

バ

此
ノ

五

字
ヨ

自
然

二

譲
コ

与
へ

玉
．

彼
ノ

因
果

ノ

功
徳
弓

。

（
同
七

＝

頁
）

不
励

識
誓

念
三

千
づ

者
ニ

ハ

仏
ケ

起
⊃

大

慈
悲

ヲ

五

字
ノ

内
二

裹
訟

此
ノ

珠
→

令
け

玉
フ

懸
講

末
代
幼
稚

ノ

頸，
〜

。

（
同
七
二

〇

頁
）

　
こ

れ

ら
の

文
に

従
え

ば
、

題
目
は

能
具
な

る

に

対
し

て
一

念
三

千
は

所
具
で

あ
り

、

ま
た

五

字
の

内
に

「

こ

の

珠
」

す
な

わ

ち
本
門
の

（
ま

こ

と

の
）

一

念
三

千
を

裹
む
と
い

う
意

味
で

言
え
ば

、

題
目

は

能

裹
、

一

念
三

千
は

所

裹
で

あ
っ

て
、

何
れ

の

場
合
に

お
い

て

も
、

題

目
と

「

ま
こ

と

の
一

念
三

千
」

は

イ
コ

ー

ル

の

関
係
で

は

な
い

こ

と

が

わ

か

る
。

　
な

お
、

『

観

心
本

尊
抄
』

（
同

七
一

二

頁
）

に

妙
楽
の

＝

身
一

念

遍

於
法

界
」

（
『

大
正
』

四

六

巻、

二

九
五

頁
、

下

段
）

の

文
を

引
い

て
、

久

遠
成
道
時
に

釈
尊
の

因
果
の

功
徳
が
一

切
衆
生

に

具
さ

れ

た
こ

と
、

す

な

わ

ち
、

性
得
（

仏

性
）

と

し

て

の

仏

種
−ー

本
門
の
一

念
三

千
を

示
し

て

い

る

が
、

こ

れ

も
題

目

受

持
に

よ
っ

て

修
得
す
る

（
自
然
譲
与
さ
れ

る
）

仏

種、

す
な
わ

ち

「

ま
こ

と
の
一

念
三

千
」

と

同

様
に

、

題
目
と

は

イ
コ

ー

ル

の

関
係
で

は

な
い

。

二

　
観
法
と

し
て

の

本
門
の
一

念
三

千
11

題

目

　
さ
て

、

本
門
の
一

念
三

千
を

「

事
の
」

一

念
三

千
と

呼
ぶ

こ

と

に
つ

い

て

は
、

『

富
木

入

道
殿

御
返

事
』

の

＝

念
三

千

観
法
に

二

あ

り
。

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
（

2）

一

。

理
、

ニ
ニ

事
な
り

」

の

箇
所
が

そ

の

根
拠
の
一

つ

と

さ

れ

て

い

る
。

日
蓮
の

「

事
具
一

念
三

千
」

に
関

す
る
一

考
察
（
三

　
浦
）

　

し

か

し

な
が
ら

、

こ

の

文
は
一

念
三

千
「

観
法
」

に

つ

い

て
の

本
迹

事
理

の

分
別
を
説
く
の

で

あ
っ

て
、

所
説
の

法
体
の

事
理
を

説
い

て

い

る

の

で

は

な
い

。

　

こ

こ

に

は

事
観
の

具
体
的
な

修
行
の

あ
り
方
（

事
行）

は

明
記
さ
れ

て

い

な
い

が
、

そ
れ
が
「

唱
題
」

で

あ
る

こ

と

に

は
異

論
は

な

か

ろ

う
。

　
『

四

信
五

品

抄
』

に

「

以
け

信
ヲ

代
”

慧
二

」

、

「

問
．

汝
何

ゾ

不
け

テ

勧

進
セ

一

念
三

千
ノ

観
門

づ

唯
ダ

令
畸

ヤ

唱
諮

題
目

許
→
」

（
同
一

二

九

六

頁
）

と

し
、

『

開
目

抄
』

に

「

此
ノ

一

念
三

千
も

我

等
一

分
の

慧

解
も

な
し
」

（

同

六

〇

四

頁
）

と

述
べ

て
い

る

こ

と

か

ら
、

本

抄
に

見
ら

れ

る

「

本
門
の

一

念

三

千
」

は
、

法

行

観
と

し

て

の
一

念
三

千

観
法
と

は

異
な
っ

た

「

信
心

の

修
行
」

（

信
行
観〉

と

し

て

再
解

釈
さ
れ

、

そ

れ
は

具
体
的
に

は

唱
題
と

い

う
行
為
と

し
て

の

題
目
五

字
と

イ
コ

ー

ル

と

な
る
わ

け
で

　（
3）

あ
る

。

　

し

た

が
っ

て
、

前

項
で

見
た

『

開
目
抄
』

所
説
の

「

ま
こ

と

の
一

念

三

千
」

が

題

目

に

具
さ

れ

る

／

裹
ま
れ

る

概
念
で

あ
っ

た

の

に

対
し

、

『

富

木
入
道
殿
御

返
事
』

の

「

事
の
一

念
三

千
観
法
」

は

そ
れ
と

は

異

な
っ

た

概
念
と
し
て

捉
え
な
け
れ
ば

な
ら

な
い

こ

と

に

な
ろ

う
。

三

　
『

漢
光
類

聚
』

に

見
ら
れ
る

「

事
具
一

念
三

千
」

　
伝
忠

尋
撰
『

漢
光
類
聚
』

（

「

日

仏
全
』

（
旧）

一

七

巻
、

七

〇

頁、

上

段）

に

は

七

重

の
一

念
三

千
義
が

示

さ

れ
て

お
り

、

そ
の

中
の

第
三

に

「

理

具
一

念

三

千
」

が
、

第
四

に

「

事
具
一

念
三

千
」

が

示
さ

れ

て
い

る
。

一

＝
二

一 665一
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日
蓮
の

「

事
具
一

念
三

千
」

に

関

す
る
一

考
察
（
三

　
浦
）

ヂ四

ll
警
　　

別
シ

テ

事
ヲ

　
こ

こ

に

言
う
「

事
具
一

念
三

千
」

は
、

衆
生

の

自
性
と

し

て

本
来
的

に

具
わ
っ

て

い

る
一

念
三

千
の

こ

と

で

あ
る

と

さ

れ
、

い

わ

ゆ
る

本
覚

思
想
の

上

で

捉
え

ら

れ

る

べ

き

性
格
を

有
す
る

も
の

と

思

わ
れ
る

。

　
ま

た
、

頼
瑜
（
一

二
一
．

六

−
一

三

〇

四）

の

『

大
日

経
疏
指
心
鈔
』

に

は
、

一

念
が

妄
心
で

あ
る

こ

と

を

主

張
す
る

場
面

で

『

十

不一
、

門

指
要

抄
』

の

　
的
シ
ク

指
コ

一

念
→

。

即
チ

三

法
妙

ノ

中

特
二

取

号
リ

心
法
→

也
。

応
に

知
ル

ペ

シ

心

法
ハ

　
就
時

迷
二

就
”

事
二

而
モ

弁
ズ
．

。

ト
ヲ

。

（
『

大
正

蔵
』

四

六

巻
、

七

〇
六

頁、

中
段
）

の

文
を

引
い

て

「

天

台
既

二

談
咽

事
具
三

千
→

」

（

同

五
九

巻
、

六

六
二

頁、

下

段）

と

し
、

こ

こ

に
「

事
具
三

千
」

の

語
が

確
認
で

き
る

。

先
の

『

漢

光
類
聚
』

の

「

自
性
」

は

清
浄
心

で

あ
る
と

推
測
さ

れ

る

が
、

自
性
清

浄
心
（
真
心）

に

本
来
具
さ

れ

て

い

る

＝

念
三

千
」

（
本
覚）

を

凡
夫

の

妄
心

の
一

念
に

悟
る
こ

と

（

あ
る

い

は

既

に

本

来

的
に

悟
っ

て
い

る
こ

と
）

を

頼
瑜
と

同

時

代
の

天

台
学
僧
た

ち
が

「

事
具
三

千
」

と

呼
ん

で

い

た

可

能

性
も
あ
る

。

　
こ

れ

は

「

理

性
の

融
通

に

寄

す
べ

か
ら
ず
」

と

し
て

理
具
一

念
三

千

と
は

別

に

立
て

ら

れ

た

も
の

で

は

あ
る

が
、

日

蓮
の

よ

う
に

そ
の

根
拠

を
本
門
の

本
因
本
果
に

求
め

た

も
の

で

は

な
く

、

結
局
こ

れ

は

天

台
の

理
具
の

領
域
を

出

な
い

、

本
理
と

し
て

の

性
得
の

仏
性
を

本
来
具
す
も

の

と
、

さ

し

あ
た

り
そ

の

よ

う
に

理
解
す
べ

き

も

の

と

思

わ

れ

る
。

一
一

四

　
さ

て
、

日

蓮
は

『

曽
谷
入

道
殿
許

御
書
』

（

『

定
遺
』

八
九

七

頁）

に
、

本

未
有
善
を

久
遠
本

地

に

お
け

る

下
種
（

修
得
）

を
蒙
っ

て

い

な
い

末

法
の

衆
生

と

規
定
し

、

そ
れ

故
に

、

末
法
に

お

け
る

下

種
の

必
要

性
を

訴
え
た

わ

け
で

あ

る

が
、

そ
の

意
味
で

も
、

日
蓮
の
一

念
三

千
論
が
、

こ

の

『

漢
光
類
聚
』

に

見
ら

れ

る

「

事
具
一

念
三

千
」

と

は

全
く
違

う

も
の

で

あ
る

こ

と

は

明
自
で

あ

る
。

　
ま

た
、

こ

の

「

漢
光
類
聚
』

に

お

け
る

「

事
具
一

念
三

千
」

が

所
観

の

法
体
で

あ
る

と

す
れ

ば
、

そ

れ

は

法
行
観
に

よ
っ

て

悟
る
べ

き

対
境

で

あ
っ

て
、

信
行

観
を

立

て

る

日

蓮
思

想
と

は

そ
も

そ
も

相

容
れ

な

い
。

ま

た
、

そ

れ

が

修

行
を

経

ず
し

て

本
来

的
に

我
が

妄
心

に

「

事

具
」

し

て

い

る
、

す
な
わ

ち

既
に

本
覚
が

顕
現
し
て

い

る

も

の

と

見
る

な
ら

ば
、

そ

れ

は

典
型

的

な
本

覚
思

想
で

あ

り
、

日

蓮
思

想
の
一

念

三

千
解
釈
と

は

明
ら

か

に
一

線
を

画
す
も
の

で

あ
る

と

言
え

る
。

　
こ

れ

ら

の

こ

と

か

ら
、

日

蓮
の

思
想
と

は

別
概
念

で

あ

る

「

事
具
一

念
三

千
」

の

語
を

日

蓮

教
学
の

用

語
と

し

て

用
い

る
こ

と

は
、

日

蓮
の

唱
題

（

事
行
の

題
目

）

が

法
行
観
の

修
行
（
あ
る
い

は
そ

の

代
替
行
為）

で

あ
る

と
い

う
誤
解
を

生
じ

る

原

因
に

も
な

り
か

ね

な
い
、

そ

の

よ

う
な

危
険

性
を

帯
び

て

い

る
と

言
え
よ

う
。

小
結

以

上

の

よ

う
に

、

我
々

が

現
在
用
い

て

い

る

事
の
一

念

三

千
／
事
具

一

念
三

千
と
い

う
教

学
用

語
に

は
、

二

つ

の

異

な
っ

た

意
味
が

存
在
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し
、

そ
の

こ

と

が

教
学
上
の

混
乱
を
生

ず
る

原
因
の
一

つ

に

な
っ

て

い

る

可

能
性
は

否
定
で

き
な
い

。

と
り
わ

け
「

事
具
一

念
三

千
」

に

つ

い

て

は
、

も
と

も
と

そ
れ

が

中
古
天
台
に

由
来
す
る

日
蓮
思
想
と

は

全

く

無
関
係
の

概
念
で

あ
っ

た

こ

と

に
は

注
意
が

必

要
で

あ

ろ

う
。

　

今
回
見
て

き

た

日

蓮
の
一

念
三

千
に

関
す
る

教
学
用

語
を
整
理

す
る

と

左
の

よ

う
に

な

る
。

　

 
理

具
一

念

三

千
…

迹
門
の

法
体
（

方
便
品
・

＋

如
実
相
）

　

 
理
の
一

念
三

千

観
法
…

理

具
三

千
を

悟
る

修
行
（
＋
境
＋

乗
観
）

　

 
ま
こ

と

の
】

念
三

千

…

本
門
の

法
体
（

寿
量
品
・

本

因
本
果）

　

 
事
の
一

念
三

千
観
法
…

ま
こ

と

の
一

念
三

千
を

修
得
す
る

修
行

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

11

唱
題
・

事
行
の

題
目
（
信
行
観）

　

 
事
具
一

念
三

千
…

自
性

清
浄
心
に

本
来
具
足
す
る
一

念
三

千

　

　
　

　

　
　

　
　

　

あ

る
い

は

そ
れ

を

悟
る

修
行
（
法
行
観）

　

こ

れ
ら
は

本
来
別
概
念
の

事
柄
で

あ
り

、

と

く
に

 
 
が

日

蓮
思

想

の

特
徴
的
な
と

こ

ろ

で

あ

る
。

こ

こ

で

真
蹟
の

な
い

日

蓮

遺
文
中
に

見

ら

れ
る

「

事
の
一

念
三

千
」

に
つ

い

て
一

瞥
す
れ

ば
、

『

諸

法
実

相
鈔
』

、

『

成
仏

法
華
肝
心
口

伝
身
造
鈔
』

は

と

も
に

「

事
の
一

念
三

千
の

法
門
」

と

し
て

い

る

が
、

こ

れ

は

 
 
を
ひ

と

く
く
り
に

し

た

表
現
で

あ
っ

た

と

解
す
る

こ

と

が

で

き
る

。

ま
た

『

義

浄
房

御
書
』

の

「

事
の
一

念

三

千
の

三

大

秘
法
」

、

あ
る
い

は

『

太
田

左

衛
門

尉
御
返

事
』

に

「

寿

量
品
の
一

念
三

千
の

法
門
」

と

あ
る

の

も
、

こ

れ

と
同

義
の

も
の

と

解

釈
で

き
よ

う
。

な
お

、

同

書
に
は

「

事
の

三

千
」

の

語
も
あ
る

が
、

こ

日
蓮
の

「

事
具
一

念
三

千
」

に

関
す
る
一

考
察
（
三

　
浦）

れ

は

前
後
の

文
脈
上

 
の

こ

と

で

あ
る
こ

と

が

理

解
で

き
る

。

一

方
、

『

当

体
蓮
華
鈔
』

に

見
ら

れ

る

表
現
は

、

 
に

近
い

と

考
え
ら

れ
、

さ

ら

に

検
討
が

必

要
で

あ
ろ

う
。

『

漢
光
類
聚
』

の

成
立
が

静

明
の

頃
に

　
　

　
　
（

4）

系
け

ら

れ

る
こ

と
、

ま

た

『

大
日

経
疏
指
心

鈔
』

の

成
立
も

建
治
四

年

（

一

二

七

八
）

で

あ
る
こ

と

か

ら
、

こ

れ

ら
が

と

も

に

日

蓮
当

時
の

天

台

宗
の

現
状
を
あ
ら

わ
す
も
の

で

あ
る

と
す
れ

ば
、

こ

れ

が

日

蓮
の

思
想

と

何

ら

か
の

関
係
に

あ
る

可

能
性
も
否
定
で

き

な
い

が
、

そ
れ
に

つ

い

て

は

今
後
の

課
題
と

し
た

い
。

1
　
例
え
ば

、

北

川

前
肇
著
『

日

蓮
教
学
研
究
』

（

平
楽
寺
書
店

、

一

九
八
七

　

年）

三

〇

九
頁
以

降
参
照

。

2
　
大
平
宏
龍
稿
「

日

隆
聖

人
文
献
に

お

け
る

『

私
新
抄
』

の

位
置
」

（
『

興

　

隆
学
林
紀
要
』

第
九

号
、

二

〇

〇
〇

年
∀

参
照

。

3
　
法
行
観
と

信

行
観
に
つ

い

て

は

北

川

前
肇
前
掲
書

、

三
一
亠

ハ

頁
以

降

参

　

照
。

4
　
花

野
充

道
著

『

天

台
本

覚
思

想
と

日

蓮

教

学
』

（

山

喜

房
仏

書

林
、

　
二

〇
一

〇

年）

二

七

六

頁
。

〈

キ
ー

ワ

ー
ド

〉

『

漢
光
類
聚
』

、

『

大
日

経
疏
指
心

鈔
』

、

頼
瑜

、

信
行
観

、

本
未
有
善

　

　
　
（
龍
谷
大

学
仏

教
文
化
研

究
所
客
員
研
究
員
・

　

　
　

　
　

　

　
　

　
興
隆
学
林
専
門
学
校
准
教
授
）

一
一

五
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